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宮古島南東部，マイバー浜の津波石から
採取した貝化石の較正年代

小　元　　久 仁 夫* 1, a・中　村　　俊　夫* 2

　宮古島南東部の海岸には，1771 年明和津波やそれ以前の大津波により打ち上げられたとされ
る多数の岩塊 （津波石） がみられる．東平安名崎西部に位置するマイバー浜に打ち上げられたサ
ンゴ岩塊表面の窪みの中の標高約 2.4 mに付着していた合弁状態の二枚貝 （エガイ：B. decussata
またはベニエガイ：Amygdaloumtostum） を採取した．この試料についてAMS 14C 年代測定を
行い，ローカル海洋リザーバー効果を考慮して暦年代に較正した結果，西暦 1712～1840 年の年
代 （1σ） が得られた．確率中央値の年代は 1793 年となり，1771 年明和津波の襲来年代は 1σの範
囲に入る．試料とした二枚貝は，礁嶺付近の岩盤またはリーフ内のサンゴ岩塊の窪みの中に付着
して棲息していたと思われる．その暦年代は，二枚貝が 1771 年明和津波によって岩盤から分離
されたサンゴ岩塊，またはリーフ内にあったサンゴ岩塊とともにマイバー浜に打ち上げられた結
果死亡した可能性が高いことを示している．
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I．　は　じ　め　に

　宮古島南東部の東
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との
湾入部のポケットビーチは 「マイバー浜」 とよばれてい
る （図1）．マイバー浜は長さが東西約500 m, 幅は南北
5～30 mの砂浜で，その前面の汀線付近にはビーチロッ
クが発達し，砂浜の背後には海成段丘や砂丘が発達して
いる．またマイバー浜の南方約800 mには礁嶺があり，
砂浜との間には礁池 （イノー） がある．
　マイバー浜の西部には，直径数10 cmから 5 mをこ
えるさまざまな大きさと形状のサンゴ岩塊が多数散乱し
ている．これらの岩塊は根無し岩 （基盤から分離された
異地性の岩塊） であり，海成段丘崖直下の更新統琉球石
灰岩層の崩落岩塊とは異なる．サンゴ岩塊の中には直径
3 mをこえる塊状ハマサンゴ （Porites sp.） 化石が多数
混在しており，これらのサンゴ岩塊や塊状ハマサンゴ化
石が津波の営力によって移動し海岸に打ち上げられたこ
とを示している．

　塊状ハマサンゴ化石については 14C年代を歴年代に較
正した結果にもとづき，1771年明和津波 （牧野，1968）
や，それ以前の津波によって打ち上げられたことが報告
されている （河名，2008，2009a, b；小元，2010；Omoto, 
2011）．
　Omoto （2011） は，塊状ハマサンゴ化石の暦年代とと
もにサンゴ岩塊から採取した二枚貝の暦年代について報
告した．しかし，その二枚貝の詳細な産出状態および特
徴の記載と，暦年代の意義に関する考察は未公表のまま
である．またその後，二枚貝に関する新たな鑑定結果が
得られた．このため本論では未公表の資料を中心に，
14C年代測定試料とした二枚貝に関する詳細な記載と，
二枚貝の暦年代の意義について考察した結果について報
告する．

II．　年代測定試料

　年代測定試料はマイバー浜西部の海岸に打ち上げられ
た4.2×3.3×2.5 mの大きさのサンゴ岩塊 （北緯24度
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43分 43.8秒，東経125度 26分 58.9秒，ca. 1 m a.s.l.）
の北 （陸側） 向き破断面から採取した．海上保安庁海洋
情報部 （2010） によれば，宮古島市平良港における最高

および最低水面は，平均水面 （MSL） 上 1.03 mおよび
平均水面下1.03 mである . このサンゴ岩塊は汀線付近
に分布するビーチロックの上位にあり，変質した化石サ

図 2　14C 年代測定試料を採取したマイバー浜の津波石
丸印は貝化石を採取した窪みを示す．

Fig. 2  Sampling point of a fossil shell used for 14C dating on the huge coral boulder 
on Maibah beach

A circle indicates the sampling point.

図 1　14C 年代測定試料の採取地点
国土地理院発行 1/25,000 地形図 「東平安名岬」 を一部改変．

Fig. 1  Locality map showing a sampling site (★) for 14C dating
Base map : the Geographical Survey Institute Scale 1/25,000 topographic map of Higashihennazaki, modifi ed.
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ンゴで構成されており，根無し岩であることなど，周囲
の状況から判断して明らかに ｢津波石｣ である （図 2）．
このサンゴ岩塊の地表より約1.4 mの高さ （標高約2.4 
m） に，幅約5×高さ3×奥行き5 cmの窪みがあり，そ
の中に22×13 mm, 厚さ約 5 mmの二枚貝 （図 3） が合
弁状態で付着していた．
　この二枚貝は当初フネガイ （Arca avellana） と鑑定し
た （Omoto, 2011）．しかしその後，松島義章博士に写
真を送り鑑定を依頼したところ，「フネガイではなく，
エガイ （B. decussata） またはベニエガイ （Amygdal-    
oumtostum） である」 という鑑定結果を得た．
　この二枚貝は，上記サンゴ岩塊表面の窪みの中で棲息
中， 大津波によってサンゴ岩塊とともに海岸に打ち上げ
られた結果死亡したのではないかと推量された．このた
め，二枚貝について 14C年代測定を行うことにより死亡
年代を決定し，大津波の暦年代と比較することによって
両者の因果関係を明らかにすることができると判断し，
試料として採取した．二枚貝を採取したサンゴ岩塊は変
質が著しく 14C年代測定試料としてふさわしくないと判
断し，試料として採取しなかった．

III．　AMS 14C 年代測定と較正年代

　二枚貝について名古屋大学年代測定総合研究センター
の加速器質量分析計 （AMS） を使用してAMS 14C年代

測定を行った．試料の前処理は次のとおりである．まず
二枚貝の表裏に付着していた汚れを金属ブラシやナイフ
で除去後，試料の表面から重量にして20%弱を0.5 N HCl
で溶解除去した．蒸留水で洗浄し乾燥後， この試料を電
気炉に入れて炉内温度を450℃で 30分間保ち， 貝殻に
付着していた有機物を燃焼除去した．前処理後の試料は
粉砕し約30 mgを二股試験管の一方に入れ，他方に5 
mlの 85%リン酸をセットした．この二股試験管を真空
装置に接続して排気後に，両者を混合して二酸化炭素を
発生させて回収し，最終的にAMS 14C年代測定用の石
墨を生成した （Nakamura et al., 2000, 2004）．
　AMS 14C 年代測定を行った結果，558±24 yrs BP
（NUTA2-15498 : δ13C＝3.2‰） の conventional ageを
得た．この年代をMarine 09較正データ （Reimer et al., 
2009） と較正プログラムCALIB 6.0 （Stuiver and Reimer, 
1993, 2009） を用いて暦年代に較正した．暦年代に較正
するにあたり，宮古島のローカル海洋リザーバー効
果 （ΔR） が決定されていないため，近傍の石垣島におけ
る補正値 （ΔR＝35±25 yrs ; Hideshima et al., 2001）
を使用した．この結果，二枚貝の1σ （確率68.2%） の暦
年代として西暦 1712～1840 年 （確率中央値の年代は
1793年） が得られた （表1）．

IV．　考察およびまとめ

　1771年明和津波の襲来年代は，二枚貝から得られた
暦年代である1712～1840年 （1σ） の年代範囲に含まれ
る．また，この年代範囲に宮古島に襲来した大津波の記
録は1771年明和津波以外に存在しない （国立天文台編，
2007）．1771年明和津波以前に宮古島に襲来した大津波
の直近の年代は1633±17 cal AD （Omoto, 2011） と推定
されている．
　Goto et al. （2009） は，礁嶺付近から台風や高波など
によって岩塊が移動可能な距離は約300 m以内である
と報告している．したがって，今回試料を採取したサン
ゴ岩塊が礁嶺付近にあったとすれば，打ち上げられた海
岸までは約800 mも離れており，台風などの高波によっ

表 1　宮古島南東部，マイバー浜のサンゴ岩塊から採取した貝化石のAMS 14C 年代と較正年代
Table 1  AMS 14C age and calibrated age of a fossil shell sample collected from a coral boulder on Maibah beach, 

southeast of Miyako Island

図 3　AMS 14C年代測定試料としたエガイ （B. decussata
またはベニエガイAmygdaloumtostum）

Fig. 3  Fossil shell sample (B. decussata or Amygdaloumt-     
ostum) used for AMS 14C dating



第四紀研究，52（1）小 元 久仁夫・中 村 俊 夫16

て運搬された可能性はきわめて低い．また，サンゴ岩塊
が礁池に存在したとしても台風などによる高波は礁嶺で
エネルギーの大半を失うため，二枚貝を採取したサンゴ
岩塊ほどの規模の岩塊を海岸まで運搬することは不可能
であろう．このため，試料を採取したサンゴ岩塊をマイ
バー浜西部まで運んだ営力が 「大津波」 によると考える
ことはもっとも妥当であると思われる．
　試料を採取したサンゴ岩塊は汀線付近に分布するビー
チロックより上位に位置すると記載した．ビーチロッ       
クの較正年代は1201～1341 cal BPであり （小元，2005，
2010），試料を採取したサンゴ岩塊がビーチロック形成
後に打ち上げられたという考察は年代的にも矛盾しな
い．また，試料を採取したサンゴ岩塊の周辺には直径
3 mをこえる多数の塊状ハマサンゴ化石が散乱してお
り，その中には1771年明和津波の暦年代と1σの誤差
範囲で一致するものが多数報告 （河名，2008，2009a, b，
2011；小元，2010；Omoto, 2011） されている．このよ
うな状況から判断して，試料を採取したサンゴ岩塊は，
周辺の塊状ハマサンゴ化石と同時に1771年明和津波に
よって現在地点まで移動した可能性が高いと考えられ
る．
　二枚貝がエガイの場合は 「転石海岸の石の下に付着．
中潮線」，またベニエガイの場合は 「リーフ内外の死サ
ンゴの下面．低潮線～－20 m」 という棲息環境が示され
ている （久保・黒住，1995）．この二枚貝を採取した標
高は約2.4 mである．よってこの付近の潮位差を考慮
しても，打ち上げられた津波石の表面に付着していた二
枚貝が生息できる可能性はなく，その死亡年代は津波発
生年代にきわめて近い値を示すと解釈される．
　14C年代を暦年代に較正するにあたり，ローカル海洋リ
ザーバー効果の補正値として外洋水の数値 （Hideshima 
et al., 2001） を使用した．マイバー浜の礁池の海水と外
洋水は潮汐変化や礁嶺に形成された水道 （凹地） を通じ
て交換されている．また，石垣島も宮古島も同じ黒潮の
影響下にある．このため，石垣島から得られた外洋水の
ローカル海洋リザーバー効果の補正値を使用しても大き
な問題は生じないであろう．
　以上の考察結果を要約すれば次のとおりである．サン
ゴ岩塊表面の窪みに合弁状態で付着していた二枚貝は，
かつて礁嶺付近の岩盤またはリーフ内のサンゴ岩塊に付
着して棲息していた．この二枚貝の 14C年代を較正した
暦年代の確率中央値は1793年であるが，1σの範囲に
1771年明和津波の年代が入っている．よってこの二枚
貝の暦年代は，二枚貝が1771年明和津波によって礁嶺

付近の岩盤から分離されたサンゴ岩塊，あるいはリーフ
内にあったサンゴ岩塊とともにマイバー浜西部の海岸に
打ち上げられた結果，死亡した可能性が高いことを示し
ていると解釈される．
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Calibrated radiocarbon age of a fossil shell sample collected from
a coral boulder beached on Maibah beach, southeast of

Miyako Island, southwest of Japan

Kunio Omoto* 1, a and Toshio Nakamura* 2

  Many coral boulders were beached on the 
coasts of Sakishima Islands by the 1771 Meiwa 
tsunami and previous huge tsunamis (Omoto, 2011).  
We collected B. decussata (or Amygdaloumtostum) 
from one of the huge coral boulders (4.2×3.3×
2.5 m) beached on Maibah beach, southeast of 
Miyako Island.  The sample was stuck to the 
bottom of a small hollow (L : 5×H : 3×D : 5 cm : 
ca. 2.4 m a.s.l.) in joint condition.  The result of 
AMS 14C dating of shell sample showed 558±24 
yrs BP (NUTA2-15498 : δ13C＝3.2‰ ).  The calibrated 
14C age with correlation for the local reservoir 
effect indicated AD 1712 (lower) and AD 1840 

(upper) with median probability of AD 1793.  
The median probability coincided with the 1771 
Meiwa tsunami within an error range of ±1σ.  
No huge tsunami except for the 1771 Meiwa 
tsunami attacked on Miyako Island during the 
above range of years.  We cannot envision trans-     
porting power to move huge coral boulders 
other than the huge power of this tsunami.  The 
above facts suggest that the fossil shell had 
probably been alive inside the coral boulder until 
the 1771 Meiwa tsunami which transported it 
onto Maibah beach.

Keywords : 1771 Meiwa tsunami, AMS 14C dating, calibrated 14C age, Miyako Island, Maibah beach
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